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コロナ対策を充実 定例会概要 ……
ここが聞きたい 本会議一般質問………………………
町民生活向上に18項目の要望……………………
追跡レポート 「全校にエアコンの設置とトイレの洋式化を」……
知れば得するぎかいのキホン 「地方議会の議長・副議長」……
輝く地域の力 「桂わさび栽培」 なかやまベースの取り組み ……
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2 p
お手持ちのパソコンやスマホなど

で議会中継をご覧いただけます。

録画でもご覧いただけます。

この広報は、議員の自主編集で発行しています。

６
月
定
例
会

山
形
県
白
鷹
町
議
会
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補
正
予
算
の
主
な
項
目

○検  査　・PCR検査などの費用助成
○経  済　・地域応援券の配布　・事業継続給付金の支給
○地  域　・コミュニティセンターなどのコロナ対策
○学  校　・換気のための網戸設置など
○コミュニティセンター改修など
○子育て世帯への生活支援
○地球温暖化対策実行計画の見直しの調査
○しらたかPR推進事業

コ
ロ
ナ
関
連
上
記
以
外

6 月6月
定例会定例会

コロナ対策

コロナ対策を充実

補正予算で１億130万円
６月定例会  概要
期　　間　６月３日～11日（９日間）
内　　容　補正予算 1件、条例改正２件、町道認定１件、契約案件１件。
　　　　　全議案は原案のとおり可決しました。
一般質問　横山 和浩 議員「ＩＣＴ教育の着実な推進を」
　　　　　金田 　悟 議員「町民からの要望にどう応える」
　　　　　丸川 雅春 議員「カーボンニュートラルに向けての取り組みについて」

Point

表
　
　紙

秋
に
は
大
き
く

　
　鮎
の
稚
魚
放
流

　
６
月
16
日
、
睦
橋
の
近
く

で
鮎
貝
小
学
校
の
子
ど
も
た

ち
が
鮎
の
稚
魚
を
放
流
し
ま

し
た
。

　
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
釣
り
大
会

の
開
催
な
ど
、
町
で
も
最
上

川
の
環
境
改
善
の
取
り
組
み

を
始
め
て
お
り
、
稚
魚
も
、

子
ど
も
た
ち
も
、
元
気
に
育

つ
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

定
例
会
　
概
要
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地
区
コ
ミ
セ
ン
費

竹
田
委
員
申
請
さ
れ
た

件
数
や
内
容
は
。

企
画
政
策
課
長

　
分
館
整
備
と
し
て
新
規

８
件
、
増
額
６
件
。
ほ
か

に
蚕
桑
コ
ミ
セ
ン
の
エ
ア

コ
ン
修
繕
、
鮎
貝
コ
ミ
セ

ン
の
エ
ア
コ
ン
設
置
な
ど

を
行
う
。

子
育
て
世
帯
生
活
支

援
特
別
給
付
金

横
山
委
員
給
付
対
象
と

周
知
方
法
は
。

健
康
福
祉
課
長

　
児
童
手
当
受
給
者
な
ど

の
要
件
に
合
致
し
、
住
民

税
が
非
課
税
の
方
が
対
象
。

町
が
把
握
し
き
れ
な
い
部

分
は
、
町
報
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
た
い
。

地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画

横
山
委
員
同
計
画
の
事

務
事
業
編
の
計
画
期
間
が

過
ぎ
た
。
成
果
は
。

町
民
課
長
今
年
度
、
数

値
等
を
調
査
し
実
績
を
出

し
た
い
。

鮎
貝
小
の
滑
り
台
撤
去

横
山
委
員
小
学
校
管
理

費
（
修
繕
）
の
内
容
は
。

教
育
次
長
小
学
校
設
備

等
の
修
繕
、
鮎
貝
小
学
校

の
滑
り
台
撤
去
な
ど
。

遊
具
の
安
全
管
理

丸
川
委
員
学
校
遊
具
の

安
全
管
理
方
法
は
。

教
育
次
長
３
年
ご
と
に

専
門
業
者
に
よ
り
目
視
・

計
測
な
ど
で
判
定
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

荒
砥
浅
立
線
の
改
良

金
田
委
員
荒
砥
浅
立
線

の
補
正
額
が
大
き
い
理
由

は
。

建
設
課
長
消
雪
ポ
ン
プ

改
修
に
あ
た
り
、
調
査
成

果
に
よ
り
、
消
雪
ポ
ン
プ

配
管
の
材
質
を
変
更
す
る

必
要
が
生
じ
た
た
め
。

一般会計補正予算の主なもの

令和３年度補正予算総括表

会計項目 補正額 補正後の額

一  般  会  計 ２億300万円 87億円

地区コミュニティセンター費

（分館施設整備補助） 510万円

子育て世帯生活支援特別給付金事業 1327万円

中山間地域等直接支払交付金事業 1390万円

緊急経済対策地域応援券事業　　 7400万円

飲食業等事業継続給付金　　　   1400万円

荒砥浅立線道路改良事業　 　　  1700万円

小学校管理費（修繕・感染症対応）　  1224万円

歴史民俗資料館整備事業（外構工事）

  2050万円

地球温暖化対策実行計画推進事業  110万円

しらたかＰＲ推進事業※　　　 　 500万円

など

◎財源は、国・県支出金、地方債、諸収入、繰
越金などで対応します。

　町が制作した「化粧まわし」

を身につけてもらい、町のＰ

Ｒ・情報発信を行ってもらい

ます。

　財源は「ふるさと納税」の

寄付金から概算で500万円。
大相撲９月場所から付けてい

ただく予定です。

がんばれ

 白鷹山関

補正予算
　　　主な質疑

※万円未満は端数調整

子どもたちの安全が大事

※しらたかＰＲ推進事業

補
正
予
算
　
概
要
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一
般
質
問
（
こ
こ
が
聞
き
た
い
）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進

問

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
導

入
目
的
や
、
人
づ

く
り
へ
の
思
い
は
。

町
長

町
長
就
任
以
来
、

「
地
域
づ
く
り
は

人
づ
く
り
」を
根
底
に「
教

育
は
未
来
へ
の
投
資
」
と

い
う
姿
勢
で
積
極
的
に
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
進
め
て

き
た
。

　
本
格
的
に
取
り
組
ん
で

ま
だ
２
カ
月
と
実
績
は
ほ

と
ん
ど
な
い
状
況
。
現
在

は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
万
全
を
傾
注
し

て
い
る
。

教
育
長

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

す
る
能
力
は
学

校
の
標
準
に
な
る
と
考
え

る
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
導
入
に
よ
り
劇
的
に
学

習
の
や
り
方
が
変
わ
る
の

で
は
な
く
、
学
び
を
深
め

る
道
具
と
し
て
の
活
用
を

目
指
し
た
い
。
効
果
的
な

活
用
は
さ
ま
ざ
ま
考
え
ら

れ
る
。

問

学
校
ご
と
に
差
が

出
な
い
よ
う
支
援

を
。

教
育
長

各
校
の
代
表
の

教
職
員
を
通
じ

て
情
報
共
有
を
図
っ
て
き

た
。
重
点
指
導
項
目
を
作

成
し
、
町
内
で
統
一
し
て

取
り
組
む
こ
と
で
指
導
の

ば
ら
つ
き
を
抑
え
る
よ
う

計
画
し
て
い
る
。

問

情
報
活
用
能
力
の

育
成
に
あ
た
り
、

図
書
室
や
図
書
館
の
活
用

は
。

町
長

重
要
と
思
う
が
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
活

用
が
進
ん
で
か
ら
、
研
究

が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

先
生
の
研
修
機
会

問

先
生
の
研
修
機
会

の
充
実
を
。
ま
た
、

先
生
方
の
負
担
軽
減
の
た

め
、
働
き
方
改
革
も
意
欲

的
に
進
め
て
ほ
し
い
。

教
育
長

教
職
員
の
指
導

力
向
上
の
た
め
、

研
修
動
画
の
視
聴
や
実
践

研
修
な
ど
を
行
っ
て
い
る

ほ
か
、
各
校
の
推
進
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
に
よ
り
、
さ

ら
に
効
果
的
な
活
用
法
を

研
修
し
て
い
る
。
ま
た
、

実
践
の
共
有
や
各
校
担
当

と
の
日
常
的
な
情
報
交
換

に
よ
り
活
用
を
促
進
す
る
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
活
用
に

よ
り
教
職
員
の
負
担
軽
減

を
図
り
、
実
践
す
る
先
生

の
困
り
感
な
ど
も
共
有
し

な
が
ら
、
集
合
研
修
や
状

況
に
応
じ
た
個
別
研
修
な

ど
の
効
果
的
な
研
修
を
行

い
た
い
。

問

ス
ム
ー
ズ
な
導
入

に
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
も
必
要
と
思
う
。
学
校

経
営
者
を
対
象
と
し
た
研

修
な
ど
は
ど
の
よ
う
に
行

う
の
か
。

町
長

ス
タ
ー
ト
し
て
日

が
浅
く
、
コ
ロ
ナ

対
策
に
も
取
り
組
ん
で
お

り
、
ま
だ
そ
こ
ま
で
に

至
っ
て
い
な
い
。
指
導
員

も
配
置
し
て
お
り
、
リ
ー

ダ
ー
の
役
割
を
認
識
し
て

経
営
に
あ
た
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

地
域
の
理
解
が
必
要

問

理
解
を
深
め
る
た

め
の
取
り
組
み
は
。

教
育
長

お
便
り
や
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
の

電
子
化
な
ど
も
研
究
し
て

い
る
が
、
心
通
わ
す
顔
の

見
え
る
関
係
づ
く
り
と
の

ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
模
索

し
て
い
く
。

教
育
次
長

こ
れ
ま
で
も
広

報
な
ど
で
周
知

を
進
め
て
き
た
が
、
学
校

運
営
協
議
会
も
貴
重
な
情

報
共
有
の
場
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。

ICT教育の着実な推進を
町長「教育は未来への投資」という姿勢で取り組んでいる

横山和浩議員

録画を配信

屋外活動にもタブレットを活用
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一
般
質
問
（
こ
こ
が
聞
き
た
い
）

打
て
ば
響
く
町
政

問

打
て
ば
響
く
町
政

と
は
。

町
長

初
当
選
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
と
き

か
ら
現
在
ま
で
、
町
民
の

皆
様
に
お
示
し
し
て
き
た

選
挙
公
約
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
で
あ
る
。
現
場
主

義
を
基
本
と
し
な
が
ら
町

民
と
創
り
あ
げ
る
「
共
創

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
理
念

と
し
取
り
組
ん
で
き
た
。

町
民
か
ら
の
要
望

問

町
民
か
ら
の
要
望

は
ど
の
よ
う
に
把

握
し
、
対
応
し
て
い
く
か
。

町
長

多
方
面
か
ら
い
た

だ
い
た
要
望
を
整

理
し
、
全
体
を
見
据
え
て

緊
急
性
の
高
い
も
の
か
ら

課
題
解
決
を
行
っ
て
い
る
。

「
打
て
ば
響
く
町
政
」
を

推
進
し
、
真
摯
に
丁
寧
に

対
応
し
て
い
く
。

問

意
思
決
定
の
手
順

は
。

町
長

昨
年
度
、
区
長
会

連
合
会
か
ら
い
た

だ
い
た
全
体
要
望
20
件
、

各
区
長
か
ら
い
た
だ
い
た

個
別
要
望
１
２
０
件
の
全

て
の
要
望
内
容
は
、
役
場

内
で
共
有
し
、
内
容
に
応

じ
て
所
管
課
に
振
り
分
け
、

要
望
事
項
の
確
認
・
検
討

を
行
う
。

　
対
応
方
針
に
つ
い
て
は
、

課
長
会
議
な
ど
で
調
整
し

て
い
る
。

問

要
望
を
ど
う
実
現

す
る
の
か
。

町
長

各
種
計
画
と
の
整

合
性
、
事
業
規
模

に
よ
り
、
慎
重
な
対
応
が

必
要
な
も
の
は
、「
振
興
実

施
計
画
」
の
策
定
を
経
て
、

次
年
度
予
算
編
成
の
手
順

に
よ
り
、
対
応
方
針
、
具

体
的
手
法
、
財
源
、
工
程

な
ど
を
整
理
し
て
予
算
化

し
、
計
画
的
に
実
施
す
る
。

問

各
地
区
か
ら
の
要

望
に
対
す
る
進
捗

状
況
の
「
見
え
る
化
」
は
。

町
長

回
答
書
の
中
で
、

全
て
の
要
望
に
対

し
、
対
応
の
可
否
と
そ
の

理
由
、
事
業
着
手
見
込
み

な
ど
の
今
後
の
方
針
、
代

替
策
な
ど
詳
細
に
お
示
し

し
、
毎
年
継
続
し
て
要
望

の
あ
る
事
項
は
、
こ
れ
ま

で
の
経
過
、
対
応
状
況
を

お
示
し
す
る
こ
と
で
、「
見

え
る
化
」
に
努
め
て
い
る
。

町
か
ら
の
管
理
委
託

問

町
側
か
ら
地
区
へ

の
管
理
委
託
の
実

態
は
。

商
工
観
光
課
長

　
各
公
園
管
理
等
24
件
把

握
し
て
い
る
。

問

上
の
台
公
園
の
今

後
の
在
り
方
は
。

町
長

地
区
か
ら
要
望
が

あ
っ
た
ト
イ
レ
の

整
備
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ

ま
な
歴
史
の
あ
る
公
園
で
あ

り
、
お
互
い
に
話
し
合
い
、

方
向
性
を
見
出
し
て
い
く
。

区
長
の
活
動
実
態

問

区
長
の
活
動
実
態

を
ど
の
よ
う
に
把

握
し
て
い
る
か
。
　

総
務
課
長

町
全
体
と
し
て
、

区
長
会
連
合
会

の
会
議
は
、
全
員
対
象
は

年
３
回
程
度
、
役
員
会
は

年
４
回
程
度
。
加
え
て
、

約
30
団
体
の
各
種
審
議
会

等
の
会
議
が
あ
る
。
更
に
、

地
区
及
び
区
に
つ
い
て
は
、

災
害
か
ら
福
祉
ま
で
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
を
取
り
ま
と

め
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

自
然
災
害
へ
の
対
応

問

毎
年
、
同
じ
場
所

が
被
災
し
て
い
る

状
況
へ
の
対
処
方
針
は
。
　

建
設
課
長

現
地
調
査
を
行

い
、
対
応
策
、

解
決
策
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

転
出
に
よ
る
人
口
減
少

問

長
年
の
要
望
が
実

現
せ
ず
転
出
す
る

な
ど
、
人
口
減
少
に
つ
な

が
る
と
思
う
が
所
見
は
。

町
長

根
本
に
関
わ
る
た

い
へ
ん
重
要
な
課

題
で
あ
る
。
地
域
の
活
発

な
意
見
交
換
か
ら
、
地
域

の
課
題
を
見
つ
け
出
し
、

地
域
推
進
交
付
金
を
有
効

に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
そ
れ
だ
け
で
は
で
き

な
い
場
合
は
、
行
政
に
ご

一
報
い
た
だ
き
た
い
。

町民からの要望にどう応える
町長「打てば響く町政」を推進し、真摯に丁寧に対応していく

金田　悟議員

実現してほしいなぁ
（まちづくり座談会の様子）

録画を配信
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一
般
質
問
（
こ
こ
が
聞
き
た
い
）

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入

問

現
在
の
公
共
施
設

や
一
般
家
庭
に
お

け
る
導
入
状
況
は
。

町
民
課
長

太
陽
光
発
電
設

備
は
白
鷹
中
学

校
や
産
業
セ
ン
タ
ー
な
ど
７

施
設
に
導
入
し
て
お
り
、
町

立
病
院
に
は
太
陽
熱
温
水
設

備
を
導
入
し
て
い
る
。
一
般

家
庭
で
は
補
助
制
度
利
用
件

数
で
太
陽
光
発
電
設
備
56
件
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
焼
機
器

32
件
の
88
件
で
あ
る
。

問

今
後
本
町
に
お
い

て
導
入
に
向
け
ど

の
よ
う
な
考
え
が
あ
る
か
。

町
長

導
入
コ
ス
ト
な
ど

の
事
業
性
、
技
術

開
発
の
進
展
、
国
や
県
の

支
援
制
度
を
注
視
し
な
が

ら
、
本
町
の
特
性
を
生
か

し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
。

問

導
入
施
設
が
増
え

る
こ
と
に
よ
り
削

減
さ
れ
て
い
る
二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
を
数
値
で
表

し
、「
見
え
る
化
」
を
図
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
考

え
は
。

町
民
課
長

「
見
え
る
化
」

を
す
る
と
い
う

こ
と
は
大
切
な
こ
と
と
認

識
し
て
い
る
。
公
表
す
る

内
容
や
時
期
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問

今
後
、
家
庭
用
蓄

電
設
備
の
需
要
増

が
考
え
ら
れ
る
。
町
独
自

の
補
助
導
入
の
考
え
は
。

町
民
課
長

災
害
時
の
非
常

用
電
源
に
も
な

る
の
で
、
内
容
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

宣
言
へ
の
取
り
組
み

問

本
町
と
し
て
宣
言

を
す
る
考
え
は
。

町
長

宣
言
に
当
た
っ
て

は
具
体
的
な
目
標

や
取
り
組
み
な
ど
を
分
か

り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
町
全
体
の
地
球

温
暖
化
対
策
実
行
計
画
を

策
定
し
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

森
林
整
備
の
状
況
と

対
応問

二
酸
化
炭
素
の
吸

収
源
と
し
て
の
役

割
を
確
保
し
て
い
く
た
め
、

今
後
の
森
林
整
備
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

町
長

本
町
の
人
工
林
の

多
く
が
伐
期
齢
を

迎
え
て
お
り
、
全
町
的
な

年
次
伐
採
計
画
な
ど
が
必

要
で
、
本
年
度
中
の
策
定

に
向
け
進
め
て
い
る
。
今

後
と
も
、
適
期
伐
採
、
植

林
、
造
林
の
緑
の
循
環
シ

ス
テ
ム
の
構
築
の
加
速
化

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

問

森
林
所
有
者
の
今

後
の
森
林
経
営
に

対
す
る
意
向
調
査
も
必
要

と
思
う
が
、
状
況
は
。

農
林
課
長

森
林
経
営
が
で

き
な
く
な
っ
た

方
か
ら
行
政
が
委
託
を
受

け
、
経
営
を
代
行
す
る
森

林
経
営
管
理
制
度
が
あ
る

が
、
境
界
明
確
化
が
不
完

全
な
の
で
慎
重
に
進
め
て

い
る
。

町
長

各
財
産
区
の
森
林

は
伐
期
を
迎
え
て

お
り
、
そ
う
し
た
も
の
を

製
品
と
し
て
使
用
す
る
か
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
使
用

す
る
か
、
う
ま
く
す
み
分

け
を
し
て
い
く
こ
と
が
望

ま
れ
て
く
る
。
こ
れ
ら
に

つ
い
て
は
今
年
度
新
た
に

設
置
し
た
林
政
係
で
対
応

し
て
ま
い
り
た
い
。

問

国
の
※
Ｊ
・
ク
レ

ジ
ッ
ト
制
度
を
活

用
す
れ
ば
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

の
売
却
益
を
森
林
整
備
に

活
用
で
き
、
木
材
の
販
売

促
進
と
二
酸
化
炭
素
吸
収

量
増
に
つ
な
が
る
と
思
う

が
考
え
は
。

農
林
課
長

自
治
体
間
や
企

業
と
の
新
た
な

連
携
構
築
と
い
う
波
及
効
果

も
期
待
で
き
る
の
で
、
大
変

有
効
な
制
度
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
今
は
制
度
の
情
報
収

集
や
調
査
の
段
階
で
あ
り
、

林
政
係
を
中
心
に
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
。

今後の再生可能エネルギーの導入は
町長　本町の特性を生かした導入を進めたい

丸川雅春議員

※
Ｊ
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度

　
省
エ
ネ
機
器
の
導
入
や

森
林
整
備
な
ど
に
よ
る
、

二
酸
化
炭
素
の
排
出
削
減

量
や
吸
収
量
を
、
販
売
や

購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
。

維持して活用　森林資源

録画を配信
（後半）

録画を配信
（前半）
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議長　今野　正明　　副議長　山田　　仁
総務厚生常任委員会

産業建設常任委員会

議会運営委員会

議会広報特別委員会

予算特別委員会

議会活性化特別委員会

議会選出監査委員

置賜広域行政事務組合議会議員

西置賜行政組合議会議員

条 例 契 約
非課税限度額における扶養親族の取扱いの整
理などのために改正するもの。

新型コロナウイルス感染症の影響が長期化す
る中で、特別休暇及び職務専念義務の免除の
取扱いについて明記するもの。

●白鷹町職員の職務に専念する義務に関す
る取扱い等の一部改正

　◎小口　尚司　　○笹原　俊一　　遠藤　幸一　　山田　　仁　　丸川　雅春　　金田　　悟

　◎関　千鶴子　　○竹田　雅彦　　今野　正明　　菅原　隆男　　奥山　勝吉　　横山　和浩

　◎菅原　隆男　　○小口　尚司　　遠藤　幸一　　関　千鶴子　　山田　　仁　　笹原　俊一

　◎笹原　俊一　　○金田　　悟　　丸川　雅春　　竹田　雅彦　　横山　和浩

　◎奥山　勝吉　　○関　千鶴子　　ほか議長を除く全議員

　◎山田　　仁　　○笹原　俊一　　ほか議長を除く全議員

　丸川　雅春

　今野　正明　　遠藤　幸一　　菅原　隆男

　小口　尚司　　笹原　俊一　　金田　　悟

●白鷹町町税条例の一部改正

町道認定
路線名

火葬場線　　
箕和田神明線

起点
荒砥甲字中川原三 1762-2
箕和田字門前 706-3　 　

終点
荒砥甲字中川原八 2030-3
鮎貝字船場前三 2702-5　

●主要地方道長井白鷹線荒砥橋架替工事により認定された路線

１　契約の目的
　　子育て支援住宅４棟の整備
２　契約の方法　　指名競争入札
３　契約金額　　　１億 500 万円
４　契約の相手方　
　　株式会社鈴木工務店
　　代表取締役　鈴　木　　洋

●白鷹町議会委員会条例の一部改正、令和２年度白鷹町一般会計補正予算等４件の専決処分の
承認、白鷹町固定資産評価員の選任、令和３年度白鷹町一般会計補正予算、工事請負契約の
締結２件など、全ての議案を承認、可決した。また、白鷹町議会委員会条例等に基づき、新
たな常任委員などの選任を行った。

第３回臨時会　５月６日

新たな議会体制 （◎委員長　○副委員長）

条
例
・
町
道
認
定
・
契
約
案
件
・
臨
時
会
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【
背
景
】

　
平
成
６
年
１
月
に
健
康

都
市
宣
言
を
制
定
し
、
健

康
と
福
祉
の
里
構
想
を
策

定
し
た
。
平
成
９
年
４
月

に
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

同
年
10
月
に
は
町
立
病
院

を
オ
ー
プ
ン
し
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
の
一
元
化
を

進
め
て
き
た
。

　
近
年
、
こ
れ
ら
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
、
少
子
化
や
人
口
減
少

に
よ
る
病
院
経
営
の
悪
化

な
ど
課
題
も
山
積
し
て
お

り
、
施
設
に
は
経
年
劣
化

が
現
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
持

続
可
能
な
仕
組
み
を
構
築

し
、
第
２
期
健
康
と
福
祉

の
里
構
想
と
し
て
描
く
。

【
策
定
の
視
点
】

①
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

②
デ
ジ
タ
ル
化

③
誰
に
対
し
て
も
優
し

い
環
境
づ
く
り

④
木
造
、
木
質
化

⑤
交
通
弱
者
対
応

⑥
多
様
な
主
体
と
の
連

携
強
化

⑦
見
え
る
化

質
　
疑

委
員

策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
、
い
つ
頃
を
目
指
す

の
か
。

当
局

施
設
の
老
朽
度
調

査
や
、
デ
ジ
タ
ル
化
、
木

質
化
な
ど
の
課
題
も
含
め

て
全
庁
的
に
策
定
を
進
め
、

基
本
的
な
考
え
方
は
今
年

度
中
に
示
し
た
い
。

委
員

福
祉
分
野
に
お
い

て
現
在
の
連
携
状
況
は
。

当
局

健
康
福
祉
課
と
社

会
福
祉
協
議
会
、
町
立
病

院
と
連
携
を
取
り
な
が
ら

事
業
に
当
た
っ
て
い
る
。

更
に
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
関

係
の
住
民
団
体
に
お
願
い

し
て
い
る
部
分
も
あ
る
。

【
背
景
】

　「
過
疎
地
域
自
立
促
進

特
別
措
置
法
」
が
令
和
３

年
３
月
末
を
も
っ
て
期
限

を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
過

疎
地
域
に
お
い
て
総
合
的

か
つ
継
続
的
な
対
策
を
実

施
す
る
た
め
の
新
た
な

「
過
疎
地
域
の
持
続
的
発

展
の
支
援
に
関
す
る
特
別

措
置
法
」
が
、
令
和
13
年

３
月
31
日
ま
で
の
10
年
間

の
時
限
立
法
と
し
て
制
定

さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら

新
法
に
基
づ
く
「
白
鷹
町

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計

画
」
を
策
定
す
る
も
の
。

【
策
定
の
視
点
】

①
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
理
念
の
広

が
り

②
地
域
社
会
を
担
う
人

材
の
確
保
・
育
成

③
過
疎
の
特
性
を
い
か

し
た
教
育
の
展
開

④
新
し
い
人
の
流
れ
と

地
域
の
つ
な
が
り
の

創
出

⑤
し
ご
と
づ
く
り
の
新

た
な
展
開

⑥
集
落
づ
く
り
の
た
め

の
新
し
い
組
織
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

⑦
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化

な
ど
の
可
能
性

質
　
疑

委
員

新
法
に
よ
り
本
町

で
得
ら
れ
る
効
果
は
。

副
町
長

「
持
続
的
」
と

い
う
視
点
の
中
で
、
町
内

の
地
域
資
源
を
活
用
し
た

新
し
い
仕
事
を
作
り
上
げ

る
こ
と
に
よ
り
、
働
く
場

と
定
住
人
口
の
確
保
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
。

保
健・福
祉・医
療　
新
た
な
仕
組
み
を
構
築
へ

第
２
期
健
康
と
福
祉
の
里
構
想
策
定
方
針
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

総
務
厚
生
常
任
委
員
会　
６
月
７
日

持
続
的
に
発
展
す
る
ま
ち
づ
く
り
へ

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

そ
の
他

〇
︵
仮
称
︶
置
賜
成
年
後

見
セ
ン
タ
ー
設
立

〇
町
立
病
院
の
状
況

〇
令
和
４
年
度
白
鷹
町

重
要
事
業
要
望

〇
白
鷹
町
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進

方
針
骨
子
︵
案
︶

な
ど
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。

建設から24年目

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

常
任
委
員
会
は
２
部
門
に
分
か
れ
審
議
し
て
い
ま
す
。

総
務
厚
生
常
任
委
員
会
（
総
務
課
・
企
画
政
策
課
・
税
務
出
納
課
・
町
民
課
・
健
康
福
祉
課
・
教
育
委
員
会
・
病
院
・
議
会
・
監
査
・
消
防
）
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【
事
業
・
決
算
の
概
況
】

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
甚

大
で
あ
り
、
年
度
初
め
に

「
感
染
症
対
策
本
部
」
を

設
置
し
、
緊
急
事
態
宣
言

の
発
令
に
伴
う
施
設
休
業

や
利
用
者
・
従
業
員
の
感

染
拡
大
防
止
対
策
を
図
り
、

売
上
げ
減
少
に
対
す
る
検

討
を
行
っ
た
。

　
し
か
し
、
宿
泊
・
飲
食

サ
ー
ビ
ス
業
界
全
体
が
大

変
厳
し
い
経
営
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
そ
の
影
響
に
よ

り
宿
泊
や
宴
会
の
予
約
が

入
ら
ず
、
当
期
一
般
正
味

財
産
増
減
額
は
、
約
５
３

７
２
万
円
の
赤
字
と
な
っ

た
。質

　
疑

人
件
費
を
削
減

委
員

 
人
件
費
削
減
の
内

容
は
。

当
局

 

雇
用
調
整
で
ア
ル

バ
イ
ト
や
パ
ー
ト
の
人
数

を
一
時
的
に
削
減
し
た
も

の
が
表
れ
て
い
る
と
思
う
。

町
長

 

コ
ロ
ナ
禍
が
収
ま

ら
な
け
れ
ば
厳
し
い
判
断

に
な
る
。
委
託
料
も
無
限

に
は
出
せ
な
い
。
専
門
家

の
意
見
も
い
た
だ
き
な
が

ら
、
様
々
な
視
点
か
ら
検

討
し
判
断
し
た
い
。
コ
ロ

ナ
禍
が
終
息
す
れ
ば
状
況

は
戻
る
と
い
う
思
い
は
あ

る
。

事
業
分
離
の
検
討
は

委
員

 

　
財
団
の
経
営
の
中
で
公

共
施
設
の
管
理
運
営
事
業

を
分
け
、
独
立
性
を
備
え

て
運
営
し
た
方
が
い
い
と

思
う
が
。

町
長

 

そ
こ
ま
で
の
分
析

は
し
て
い
な
い
。
ふ
る
さ

と
森
林
公
園
と
い
う
全
体

が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
今
ま

で
こ
れ
た
。
意
見
も
念
頭

に
置
き
検
討
し
た
い
。

委
員

 

営
業
の
分
離
も
検

討
い
た
だ
き
た
い
。

副
町
長 

決
断
と
判
断
は

時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

経
営
体
と
し
て
は
か
な
り

厳
し
い
。
経
営
と
ま
ち
づ

く
り
と
の
整
合
性
を
取
り

な
が
ら
、
理
事
会
で
話
を

し
て
い
る
。

【
経
過
】

　
今
年
４
月
に
発
生
し
た

降こ
う
そ
う霜
に
よ
り
、
白
鷹
町
に

お
い
て
も
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
、

リ
ン
ゴ
、
ア
ケ
ビ
を
中
心

に
大
き
な
被
害
が
発
生
し

て
い
る
。

【
被
害
状
況
】

　
着
果
（
実
が
付
く
）
量

は
、
主
な
も
の
と
し
て
リ

ン
ゴ
が
０
～
80
％
、
サ
ク

ラ
ン
ボ
が
10
～
20
％
、
ア

ケ
ビ
が
20
％
以
下
。

質
　
疑

対
策
は

委
員

 

被
害
を
受
け
た
方

で
共
済
な
ど
に
加
入
し
て

い
な
い
方
も
い
る
の
か
。

当
局

 

収
入
保
険
や
果
樹

共
済
な
ど
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
判
断
で
加
入
し
て
い
な

い
方
も
い
る
。
現
在
確
認

中
で
あ
る
。

委
員

 

何
ら
か
の
対
策
を

講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長

 

ど
の
よ
う
に
支
援

で
き
る
か
調
査
し
、
他
自

治
体
の
動
向
も
見
な
が
ら
、

農
家
の
意
欲
減
退
に
な
ら

な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
。

ほ
か
の
品
目
の
被
害
は

委
員

 

３
品
目
以
外
の
被

害
は
。

当
局

 

ぶ
ど
う
は
30
％
～

半
分
程
度
の
着
果
量
。
ア

カ
ス
モ
モ
は
ほ
と
ん
ど
着

果
し
て
い
な
い
。
ラ
・
フ

ラ
ン
ス
は
３
割
程
度
の
被

害
で
は
な
い
か
。

委
員

 

県
の
対
策
パ
ッ

ケ
ー
ジ
は
対
象
品
目
が
決

ま
っ
て
お
り
、
被
害
状
況

で
対
象
に
制
限
が
あ
る
。

ア
カ
ス
モ
モ
は
大
切
な
町

の
生
産
品
で
あ
り
、
県
と

は
別
に
検
討
で
き
な
い
か
。

当
局

 

ア
カ
ス
モ
モ
で
生

計
を
成
し
て
い
る
方
が
ど

の
程
度
い
る
か
把
握
し
て

い
き
た
い
。

返
礼
品
の
対
応
は

委
員

 

被
害
品
目
に
は
ふ

る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
も

あ
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ

う
な
対
応
を
し
て
い
く
か
。

当
局

 

ブ
ド
ウ
は
例
年
通

り
の
量
が
出
荷
で
き
な
い

と
し
て
ス
ト
ッ
プ
し
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。
そ
の

ほ
か
の
品
目
は
把
握
し
て

い
な
い
。

大
き
な
被
害
を
受
け
た
果
樹

４
月
の
凍と
う
霜そ
う
が
い害
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会　
６
月
８
日

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
さ
ら
に
厳
し
い
結
果
に

一
般
財
団
法
人
白
鷹
町
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
財
団
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
。�

（
11
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

そ
の
他

〇
白
鷹
町
子
育
て
支
援

住
宅
整
備
事
業

〇
白
鷹
町
都
市
計
画
用

途
地
域
の
見
直
し

な
ど
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

常
任
委
員
会
は
２
部
門
に
分
か
れ
審
議
し
て
い
ま
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会
（
農
林
課
・
商
工
観
光
課
・
建
設
課
・
上
下
水
道
課
）
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中
山
間
地
域
の
農
地

「
棚
田
」
を
保
全
し
、
多

方
面
に
わ
た
る
機
能
の
維

持
増
進
を
図
る
こ
と
、
併

せ
て
棚
田
地
域
の
地
域
振

興
に
向
け
て
協
議
会
を
設

立
し
た
。

【
経
緯
】

Ｒ 

２
年
度
　
棚
田
地
域
振

興
緊
急
対
策
事
業
の
実

施
Ｒ 

３
年
２
月
　
指
定
棚
田

地
域
の
指
定

　
３ 

月
　
協
議
会
設
立
検

討
会
議

　
４ 

月
　
協
議
会
設
立
総

会
・
指
定
棚
田
地
域
振

興
活
動
計
画
の
提
出

【
構
成
地
域
】

　
鮎
貝
、
高
岡
、
深
山
、
萩

野
、
滝
野
、
中
山
の
各
区

【
予
算
】

　
棚
田
振
興
活
動
加
算
の

交
付
金
を
協
議
会
の
活
動

資
金
と
し
て
活
用

　
加
算
は
、棚
田（
田
・
畑
）

10
ａ
当
た
り
１
万
円

　
対
象
面
積
は
田 

約
１

３
６
ha
　
畑 

約
２
・
５
ha

【
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

５ 

月
　
指
定
棚
田
地
域
振

興
活
動
計
画
の
認
定

６ 

月
　
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
変
更
認
定
申
請

（
棚
田
加
算
）
の
提
出
、

役
員
会

７ 

月
　
総
会 

活
動
開
始

○
質
疑
な
し

【
開
館
日
・
観
覧
料
】

〇
開
館
日
及
び
時
間

　
金
・
土
・
日
曜
日

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

〇
観
覧
料

　
一
般
２
０
０
円

　 

団
体
１
０
０
円
（
10
人

以
上
）

　 

中
学
生
以
下
は
無
料
で
、

特
別
展
示
の
料
金
は
別

に
定
め
る
。

〇
減
免
対
象

① 

荒
砥
高
校
、
白
鷹
高

等
専
修
学
校
の
生
徒

② 

身
体
障
害
者
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
、
療
育
手
帳

保
持
者

③ 

そ
の
他
必
要
と
認
め

る
者

【
２
期
工
事
】

　
寄
贈
い
た
だ
い
た
隣
接

地
を
活
用
し
、
高
齢
者
、
障

が
い
の
あ
る
方
に
も
配
慮
し

た
駐
車
場
の
整
備
を
行
う
。

面
積
　
約
４
５
０
㎡

台
数
　
10
～
13
台

【
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

７
月
21
日
　
竣
工
式

 

７
月
23
日
～
８
月
１
日
　

プ
レ
オ
ー
プ
ン

 （
プ
レ
オ
ー
プ
ン
期
間
の

観
覧
料
は
無
料
）

【
職
員
配
置
】

館
長

　
教
育
次
長
が
兼
務

学
芸
員
１
名

　
週
５
日
勤
務

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募

集
も
検
討

質
　
疑

委
員

 

特
別
展
示
は
ど
の

よ
う
な
も
の
を
考
え
て
い

る
か
。

当
局

 

そ
の
と
き
の
テ
ー

マ
に
よ
る
が
、
本
町
出
身

の
偉
人
に
関
連
す
る
も
の

な
ど
で
、
内
容
に
よ
っ
て

料
金
が
変
わ
る
た
め
、
そ

の
都
度
お
知
ら
せ
す
る
。

委
員

 

年
間
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
は
ど
の
く
ら
い

か
。

当
局

 

５
０
０
万
か
ら
６

０
０
万
円
程
度
で
、
収
入

は
、
観
覧
料
等
で
50
万
円

程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

委
員

 

観
覧
料
が
減
免
対

象
で
あ
る
「
そ
の
他
必
要

と
認
め
る
者
」
の
手
続
方

法
は
。

当
局

 

申
請
い
た
だ
い
て

決
定
す
る
。
各
種
手
帳
等

を
提
示
し
て
い
た
だ
け
る

方
に
つ
い
て
は
、
申
請
は

必
要
な
い
と
考
え
て
い
る
。

白
鷹
町
歴
史
民
俗
資
料
館
プ
レ
オ
ー
プ
ン
へ

白
鷹
町
歴
史
民
俗
資
料
館
の
運
営
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

総
務
厚
生
常
任
委
員
協
議
会　
５
月
26
日

棚
田
地
域
の
振
興
に
向
け
て

白
鷹
北
部
地
区
地
域
振
興
協
議
会
設
立
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
協
議
会　
５
月
26
日

そ
の
他

〇�
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
の
策
定

〇�

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
リ
レ
ー
　

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

深山の棚田

閉
会
中
の
動
き
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新型コロナウイルス感染症拡大の影響により
さらに厳しい経営状況に

■
主
な
業
務
受
注
状
況

　
◇
白
鷹
町
立
病
院

　
　
　
医
療
事
務
・
事
務
宿
日
直
・
調
理
業
務
・

　
　
　
電
算
保
守
等
・
事
務
補
助

■
理
事
・
職
員
数
（
令
和
３
年
３
月
31
日
現
在
）

　
◇
理
事…

…

２
人
（
非
常
勤
・
無
給
）

　
◇
職
員…

…

36
人
（
４
人
増
）

　
　
　
病
院
医
療
事
務
員…

…
…

17
人
（
２
人
増
）

　
　
　
電
算
管
理…

…
…
…
…
…

２
人

　
　
　
病
院
施
設
管
理…

…
…
…

４
人

　
　
　
病
院
調
理
師…

…
…
…
…

９
人
（
１
人
増
）

　
　
　
病
院
事
務
補
助…

…
…
…

４
人
（
３
人
増
）

　
　
　
運
転
手…

…
…
…
…
…
…

０
人
（
２
人
減
）

　
　
　
　
　
　
　※

（
　
）
内
は
、
１
年
前
と
の
比
較
。

■
令
和
２
年
度
決
算

　
◇
事
業
収
益
　
１
億
２
７
１
１
万
円

　
◇
事
業
費
用
　
１
億
２
６
７
１
万
円

　
◇
当
期
純
利
益
　
　
　
　
　
20
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　※

万
円
未
満
は
端
数
調
整

町
立
病
院
業
務
の
み
の
受
注
と
し
、

職
員
数
は
36
人
に

　
　
　
　
　有
限
会
社
ケ
イ
エ
ス
し
ら
た
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
表
取
締
役
　
藤
島
　
　
丈

○主な事業の利用者数　　　（　）は前年比
 宿泊 2626人 （5627人減）
 宴会 2896人 （1万3937人減）
 レストラン 7017人 （740人減）
 もりもりハウス 414人 （1223人減）
 スキーセンター 2762人 （2762人増）
 入湯 3万8331人 （2万2207人減）
 野外施設 3万7051人 （418人減）
○主な事業の売上金額　　　（　）は前年比
 宿泊 2493万円 （4506万円減）
 飲食 2392万円 （7056万円減）
 入湯 841万円 （618万円減）
 スポーツ施設 785万円 （3万円減）
　　　　　　　　　　　　　　※万円未満は端数調整

◆概　要　令和２年度は、第二次中期利益計画
の最終年であり、引き続き収益事業の売り上
げ確保と事業経費の節減・抑制に取り組む計
画を立てていたが、新型コロナウイルス感染
症拡大の影響により、宿泊・飲食サービス業
界全体が、大変厳しい経営を余儀なくされた。

　　このような中、財団を所管する法律の規定
を踏まえ、存続に向けた取り組みとして、白
鷹町アルカディア財団戦略推進プランと職員
研修計画を策定し、それぞれの計画に基づく
着実な取り組みを進めると共に、それでも不
足する資金調達について、町に令和３年度に
出捐金の増額と指定管理料の増額を要請し、
経営の安定化に取り組む。

◆収益高　宿泊・飲食に関連する事業収益の大
幅な減少により、経常収益合計は１億9783万
円（前年度比１億1583万円の減）であった。
経常費用合計は２億5238万円（前年度比6766
万円の減）となり、当期損益は5372万円の赤
字となった。

事業報告
　　　　一般財団法人 白鷹町アルカディア財団

理事長　横 澤  　浩

アフターコロナを見据えた経営努力に期待

しゅつえん

外
郭
団
体
の
経
営
状
況
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町民生活向上に
    項目の要望18

全てが町民にとって重要です

6月23日、今野議長は佐藤町長とともに
置賜総合支庁を訪れ、『令和4年度重要事業要望書』
を総合支庁長に手渡しました。6項目の新規を含む
重要事業18項目について県の支援を要望しました。

【白鷹高等専修学校への支援】

高等課程を有する白鷹高等専修学校に対し、
私立高等学校と同程度の支援を行うこと

スクーリングなどで県立霞城学園高校で学び高校卒業資格を得ることが可能。
置賜全域から入学者が増加傾向。生徒一人当たりの補助額は
私立高校が 379,044円。白鷹高等専修学校は 78,157円。
とても大きな差があるのが現状です。

町立病院では24時間 365日対応の救急医療や在宅
診療を担っています。将来的に病院が町で唯一の医療
機関になることが予想されます。持続可能で安定した
運営が可能になるための支援が求められます。

終息まで相当な期間を要すると言われており、疲弊した経済や
住民生活を回復するためには、長期的な取り組みが必要です。
また感染症の影響で町立病院の経営が著しく悪化しています。
地域医療を守るため財政支援の強化が必要です。

要 望 事 項 現状と要望する理由

１
【
継
続
】

【地域医療の確保】
1.人口減少・少子高齢化に対応した財政措置拡充
2. 医師確保困難地域に対する財政措置拡充
3. 地域医療の確保策にかかる指導・助言

８
【
継
続
】

【新型コロナウイルス感染症対策への支援】
新型コロナウイルス感染症対策として、
1. 経済活動回復に必要な財政支援の充実
2. 感染症対応に係る医療機関への支援

９
【
継
続
】

【グリーン社会の実現に向けた施策の充実】
グリーン社会実現に向け、
1. 再生可能エネルギー導入へ施策の拡充・充実
2.グリーン社会実現のため、技術開発等の働きかけ

　
　【
新
規
】

３
【
継
続
】

【デジタル化推進のための環境整備充実】
多様性あるデジタル社会形成に向け、
1. 人材確保・育成に対する支援制度の充実
2. 環境整備に対する財政支援の拡充
3. 国に対し５Gエリア拡大、低廉なサービス
　提供促進の働きかけ

専門的人材の不足。全住民がデジタル社会に参画するには多くの費用が必要です。

出生者数は平成２８年から70人、59人、62人、55人、60人。
　　　  ２０～３０歳代の町外転出が多く、国策である移住支援金は、
　　　　  年俸や年齢などの要件が厳しくほとんど使われません。
　　　　制度と実態とが大きくかけ離れています。

安心・安全のまちづくり、魅力あるまちづくりの推進のためには自主財源の確保と併せて
地方交付税をはじめとする一般財源の充実強化を堅持することが不可欠です。現状は
増え続ける社会保障関係経費、感染症への対応などで歳出が増加し、さらには人口
減少による地方税の減など、地方財政は極めて厳しい状況にあります。

デマンドタクシー利用者は増えていますが採算は厳しい状況。公立置賜総合病院までの
直通便や市街地の循環バスの実証実験を行っていますが、継続には財政負担が大きい
状況です。◇長井線は今後の維持・修繕に多額の自治体負担が見込まれています。

過疎対策事業債は実績に応じて県へ配分され県から市町村に配分されます。
ハード分とソフト分に分かれており、特にソフト分が減少傾向にあります。
町単独で実施するソフト事業（コミュニティセンター毎の地域づくり推進交付金
や学習支援員事業など）の必要額の確保が喫緊の課題です。

近年頻発する自然災害などに対し、消防団は重要な
役割を担っています。一方で人口減少や高齢化で白鷹町の
消防団員は定員670人に対し632 人、平均年齢は 37.3 歳です。
団員数は減少し年齢は年々上がっています。

２
【
新
規
】

６
【
新
規
】

【人口減少対策に対する支援】
1. 移住支援金の支給対象要件の緩和
2. 医療費自己負担額無料化の制度創設
3. 結婚対策支援と総合的な少子化対策の推進

【地域公共交通に対する支援】
1.デマンド交通に対する交付金制度の拡充
2.フラワー長井線に対する経営等の助言と財政支援

【過疎対策事業債の必要額確保】
※過疎対策事業債の必要額の確保をはかること

７
【
新
規
】

【消防力の確保・強化のための支援充実】
消防団員の処遇改善により、団員数の確保、ひい
ては地域防災力の一層の充実・強化のための財政
支援の拡充をはかること

４
【
継
続
】
５【
継
続
】

【地方交付税総額の確保充実】
※地方交付税総額の確保充実をはかること
※地方交付税とは、本来地方の税収入とすべきであるものを
　国が代わって徴収し地方に合理的な基準で再配分するもの。

※過疎対策事業債とは過疎地域とされた市町村が行う事業の
　財源として特別に発行が認められた地方債のこと。

町内産業の活性化  安全・安心の確保  行政の効率化  ※町民サービスの向上
※町民サービスの向上

◇ホームページの利便性向上　◇行政手続きのオンライン化　
◇キャッシュレス決済導入　◇押印・署名・対面手続見直し　
◇GIGA スクール構想推進　◇母子手帳アプリ導入　他
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公共施設の木材利用に取り組み、一般住
宅等の町産材利用に補助金を出しています。
安定的に木材を供給するためには新たな使い
みちを見つけなくてはなりません。

再生可能エネルギー導入を進めるためのコスト負担が
大きい現状です。また、幅広い事業者が取り組める
ような技術開発と社会実装の加速化に向けた支援の
拡充が必要です。

【木材の安定供給体制構築の支援強化】
1. 森林施業や路網整備、高性能林業機械導入等、
　木材の安定供給体制の構築をはかる支援など
2. 都市部での県産木材利用など新たな需要創出

現在の取り組みでは 1 年間で５０ｈaが限界です。
航空レーザーを活用して、測量から明確化に必要な
地形情報及び森林資源情報の解析まで実施するには
自治体にとって大きな財政負担となります。

国道１０kmあたりの事故発生件数と死者数が県内ワーストレベルです。
　　　　　　　令和２年７月豪雨では滝野地内で延長１００ｍを超える
　　　　　　　範囲の法面崩壊と歩道の欠損・崩落が発生しました。
　　　　　　　早期の課題解決と高規格化による再整備が必要です。

白鷹大橋から東への役場前につながる道路には、
多くの住民から道路改良の要望が寄せられています。
早期の着工と、通学路でもある無歩道区間について
安全のための歩道設置が待たれます。

「山形県道路中期計画2028」で、2019～23年の間に調査
着手とされており、令和2年度には、一部調査も実施されました。
新潟県から宮城県につながり東北中央道や国道１３号の通行に
支障が生じた場合の補完的機能も果たします。

タブレット端末や使用するソフトウエアの更新に係る費用の
負担が課題です。また、教師が授業づくりやＩＣＴを活用した
次世代型の教育に力を注ぐため専門的知識や技能を有する
人材を配置する必要があります。

1学級減となった同校の存続に向け、地域連携協議会を中心に
「荒砥高校学校魅力化計画」が策定されました。
存続されることで町内企業の活力、地域全体の活力を
維持していくことにつながります。

菖蒲・下山地内には依然として狭い個所や
急カーブ、歩道の未設置区間があります。
児童生徒及び地域住民の安全確保を
はかるためにも早急な改修が望まれます。

【森林境界明確化事業に対する支援】
民有林における航空レーザー測量の実施や県補助
事業の創設など、森林境界明確化の支援

　
　
　【
継
続
】

11

　
　
　【
継
続
】

12

【国道３４８号の高規格化による再整備】
利用者や近隣住民の安全・安心を確保し、地域生
活圏の発展と地方創生に寄与するため、国道３４８号
の高規格化による再整備をはかること

【主要地方道長井白鷹線道路改築事業の推進】
1. 荒砥橋工区の早期完成
2. 荒砥橋工区以東～役場前区間の早期道路改良
3. 無歩道区間への早期歩道設置

　
　【
新
規
】

13

　
　
　【
継
続
】

14

【国道２８７号道路改築事業の整備促進】
1. 国道２８７号菖蒲地内の道路改築事業推進
2. 国道２８７号下山地内の道路改築事業の早期着手

　
　
　【
継
続
】

15

【長井～白鷹間西廻り幹線道路整備早期着工】
産業振興や職住育近接等の生活環境を整えるうえで
重要な役割を果たす、長井～白鷹間の西廻り幹線
道路整備について早期に着工すること

　
　
　【
継
続
】

16

【GIGAスクール構想による個別最適な学びの充実】
1. ICTを活用した次世代型教育展開のため支援拡充
2. 学習指導員等の学校への配置や専門的な知識や
　技能を有する専門家を計画的に配置すること

　
　【
新
規
】

17

【県立荒砥高校魅力化計画の推進への支援】
県立荒砥高等学校魅力化計画の推進に必要となる
専門家やコーディネーターに係る支援、情報提供、
助言

　
　
　【
継
続
】

18

白鷹町のデジタル化の方向性　　ICT（情報通信技術）推進のための検討事項
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町民生活向上に
    項目の要望18

全てが町民にとって重要です

6月23日、今野議長は佐藤町長とともに
置賜総合支庁を訪れ、『令和4年度重要事業要望書』
を総合支庁長に手渡しました。6項目の新規を含む
重要事業18項目について県の支援を要望しました。

【白鷹高等専修学校への支援】

高等課程を有する白鷹高等専修学校に対し、
私立高等学校と同程度の支援を行うこと

スクーリングなどで県立霞城学園高校で学び高校卒業資格を得ることが可能。
置賜全域から入学者が増加傾向。生徒一人当たりの補助額は
私立高校が 379,044円。白鷹高等専修学校は 78,157円。
とても大きな差があるのが現状です。

町立病院では24時間 365日対応の救急医療や在宅
診療を担っています。将来的に病院が町で唯一の医療
機関になることが予想されます。持続可能で安定した
運営が可能になるための支援が求められます。

終息まで相当な期間を要すると言われており、疲弊した経済や
住民生活を回復するためには、長期的な取り組みが必要です。
また感染症の影響で町立病院の経営が著しく悪化しています。
地域医療を守るため財政支援の強化が必要です。

要 望 事 項 現状と要望する理由

１
【
継
続
】

【地域医療の確保】
1.人口減少・少子高齢化に対応した財政措置拡充
2. 医師確保困難地域に対する財政措置拡充
3. 地域医療の確保策にかかる指導・助言

８
【
継
続
】

【新型コロナウイルス感染症対策への支援】
新型コロナウイルス感染症対策として、
1. 経済活動回復に必要な財政支援の充実
2. 感染症対応に係る医療機関への支援

９
【
継
続
】

【グリーン社会の実現に向けた施策の充実】
グリーン社会実現に向け、
1. 再生可能エネルギー導入へ施策の拡充・充実
2.グリーン社会実現のため、技術開発等の働きかけ

　
　【
新
規
】

３
【
継
続
】

【デジタル化推進のための環境整備充実】
多様性あるデジタル社会形成に向け、
1. 人材確保・育成に対する支援制度の充実
2. 環境整備に対する財政支援の拡充
3. 国に対し５Gエリア拡大、低廉なサービス
　提供促進の働きかけ

専門的人材の不足。全住民がデジタル社会に参画するには多くの費用が必要です。

出生者数は平成２８年から70人、59人、62人、55人、60人。
　　　  ２０～３０歳代の町外転出が多く、国策である移住支援金は、
　　　　  年俸や年齢などの要件が厳しくほとんど使われません。
　　　　制度と実態とが大きくかけ離れています。

安心・安全のまちづくり、魅力あるまちづくりの推進のためには自主財源の確保と併せて
地方交付税をはじめとする一般財源の充実強化を堅持することが不可欠です。現状は
増え続ける社会保障関係経費、感染症への対応などで歳出が増加し、さらには人口
減少による地方税の減など、地方財政は極めて厳しい状況にあります。

デマンドタクシー利用者は増えていますが採算は厳しい状況。公立置賜総合病院までの
直通便や市街地の循環バスの実証実験を行っていますが、継続には財政負担が大きい
状況です。◇長井線は今後の維持・修繕に多額の自治体負担が見込まれています。

過疎対策事業債は実績に応じて県へ配分され県から市町村に配分されます。
ハード分とソフト分に分かれており、特にソフト分が減少傾向にあります。
町単独で実施するソフト事業（コミュニティセンター毎の地域づくり推進交付金
や学習支援員事業など）の必要額の確保が喫緊の課題です。

近年頻発する自然災害などに対し、消防団は重要な
役割を担っています。一方で人口減少や高齢化で白鷹町の
消防団員は定員670人に対し632 人、平均年齢は 37.3 歳です。
団員数は減少し年齢は年々上がっています。

２
【
新
規
】

６
【
新
規
】

【人口減少対策に対する支援】
1. 移住支援金の支給対象要件の緩和
2. 医療費自己負担額無料化の制度創設
3. 結婚対策支援と総合的な少子化対策の推進

【地域公共交通に対する支援】
1.デマンド交通に対する交付金制度の拡充
2.フラワー長井線に対する経営等の助言と財政支援

【過疎対策事業債の必要額確保】
※過疎対策事業債の必要額の確保をはかること

７
【
新
規
】

【消防力の確保・強化のための支援充実】
消防団員の処遇改善により、団員数の確保、ひい
ては地域防災力の一層の充実・強化のための財政
支援の拡充をはかること

４
【
継
続
】
５【
継
続
】

【地方交付税総額の確保充実】
※地方交付税総額の確保充実をはかること
※地方交付税とは、本来地方の税収入とすべきであるものを
　国が代わって徴収し地方に合理的な基準で再配分するもの。

※過疎対策事業債とは過疎地域とされた市町村が行う事業の
　財源として特別に発行が認められた地方債のこと。

町内産業の活性化  安全・安心の確保  行政の効率化  ※町民サービスの向上
※町民サービスの向上

◇ホームページの利便性向上　◇行政手続きのオンライン化　
◇キャッシュレス決済導入　◇押印・署名・対面手続見直し　
◇GIGA スクール構想推進　◇母子手帳アプリ導入　他
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公共施設の木材利用に取り組み、一般住
宅等の町産材利用に補助金を出しています。
安定的に木材を供給するためには新たな使い
みちを見つけなくてはなりません。

再生可能エネルギー導入を進めるためのコスト負担が
大きい現状です。また、幅広い事業者が取り組める
ような技術開発と社会実装の加速化に向けた支援の
拡充が必要です。

【木材の安定供給体制構築の支援強化】
1. 森林施業や路網整備、高性能林業機械導入等、
　木材の安定供給体制の構築をはかる支援など
2. 都市部での県産木材利用など新たな需要創出

現在の取り組みでは 1 年間で５０ｈaが限界です。
航空レーザーを活用して、測量から明確化に必要な
地形情報及び森林資源情報の解析まで実施するには
自治体にとって大きな財政負担となります。

国道１０kmあたりの事故発生件数と死者数が県内ワーストレベルです。
　　　　　　　令和２年７月豪雨では滝野地内で延長１００ｍを超える
　　　　　　　範囲の法面崩壊と歩道の欠損・崩落が発生しました。
　　　　　　　早期の課題解決と高規格化による再整備が必要です。

白鷹大橋から東への役場前につながる道路には、
多くの住民から道路改良の要望が寄せられています。
早期の着工と、通学路でもある無歩道区間について
安全のための歩道設置が待たれます。

「山形県道路中期計画2028」で、2019～23年の間に調査
着手とされており、令和2年度には、一部調査も実施されました。
新潟県から宮城県につながり東北中央道や国道１３号の通行に
支障が生じた場合の補完的機能も果たします。

タブレット端末や使用するソフトウエアの更新に係る費用の
負担が課題です。また、教師が授業づくりやＩＣＴを活用した
次世代型の教育に力を注ぐため専門的知識や技能を有する
人材を配置する必要があります。

1学級減となった同校の存続に向け、地域連携協議会を中心に
「荒砥高校学校魅力化計画」が策定されました。
存続されることで町内企業の活力、地域全体の活力を
維持していくことにつながります。

菖蒲・下山地内には依然として狭い個所や
急カーブ、歩道の未設置区間があります。
児童生徒及び地域住民の安全確保を
はかるためにも早急な改修が望まれます。

【森林境界明確化事業に対する支援】
民有林における航空レーザー測量の実施や県補助
事業の創設など、森林境界明確化の支援

　
　
　【
継
続
】
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　【
継
続
】

12

【国道３４８号の高規格化による再整備】
利用者や近隣住民の安全・安心を確保し、地域生
活圏の発展と地方創生に寄与するため、国道３４８号
の高規格化による再整備をはかること

【主要地方道長井白鷹線道路改築事業の推進】
1. 荒砥橋工区の早期完成
2. 荒砥橋工区以東～役場前区間の早期道路改良
3. 無歩道区間への早期歩道設置

　
　【
新
規
】

13

　
　
　【
継
続
】
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【国道２８７号道路改築事業の整備促進】
1. 国道２８７号菖蒲地内の道路改築事業推進
2. 国道２８７号下山地内の道路改築事業の早期着手

　
　
　【
継
続
】

15

【長井～白鷹間西廻り幹線道路整備早期着工】
産業振興や職住育近接等の生活環境を整えるうえで
重要な役割を果たす、長井～白鷹間の西廻り幹線
道路整備について早期に着工すること

　
　
　【
継
続
】

16

【GIGAスクール構想による個別最適な学びの充実】
1. ICTを活用した次世代型教育展開のため支援拡充
2. 学習指導員等の学校への配置や専門的な知識や
　技能を有する専門家を計画的に配置すること

　
　【
新
規
】

17

【県立荒砥高校魅力化計画の推進への支援】
県立荒砥高等学校魅力化計画の推進に必要となる
専門家やコーディネーターに係る支援、情報提供、
助言

　
　
　【
継
続
】

18

白鷹町のデジタル化の方向性　　ICT（情報通信技術）推進のための検討事項
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追跡追跡追跡追跡
レポートレポートレポートレポート

?

トイレの洋式化とエアコンの設置については、一定の評価をする。
学校設備の充実について、引き続きPTAや保護者からの意見にも耳を傾けてほしい。

答
　弁

どうなった

○学校トイレの洋式化を望む。
○気温が上がり熱中症の危険が高ま
りエアコンの設置を進めるべきと
考える。
　　　　　   （平成29年６月議会）

　トイレ１カ所あたり洋式トイレ１
基を目指して整備を進める。
　エアコンは職員室などへの整備が
完了次第、普通教室への設置を検討
していく。

　学校トイレの洋式化については、各学校からの要望などを受けて、順次整備を進めてい
ます。令和３年度には、東根小学校のトイレ改修工事を実施し、「トイレ１カ所あたり洋
式トイレ１基」の整備が完了します。今後においても、各学校からの要望などを伺いなが
ら、学校トイレの洋式化を検討してまいります。
　学校エアコンの整備については、平成30年度に
各小中学校の職員室への設置が完了しています。
また、平成30年度においては、災害ともいえる猛
暑だったこともあり、児童生徒等の熱中症対策と
して、各学級に冷房設備を整備するため、「冷房
設備対応臨時特例交付金」の制度が創設されまし
た。平成31（令和元）年度には、当交付金を活用
し、各小中学校の普通・特別教室へエアコン設置
を実施し、全ての小中学校への冷房設備設置が完
了しています。　　　　　　　　  【教育委員会】

学校に洋式トイレと
エアコンの増設を

‒ あの質問のゆくえ‒



●
議
長
、
副
議
長
の
選
任

　
地
方
自
治
法
に
、「
議
会

は
、
議
員
の
中
か
ら
議
長

及
び
副
議
長
一
人
を
選
挙

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
あ
り
、
そ
れ
に
従
い
選

挙
し
ま
す
。
た
だ
し
、
議

員
に
異
議
が
な
い
と
き
は
、

指
名
推
薦
の
方
法
も
地
方

自
治
法
に
よ
り
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、

指
名
さ
れ
た
議
員
を
当
選

人
と
す
る
か
を
会
議
に
諮は
か

り
、
全
議
員
の
同
意
が

あ
っ
た
場
合
に
当
選
人
と

な
り
ま
す
。

●
役
　
　
割

　
選
ば
れ
た
議
長
は
、
整

然
と
話
し
合
い
を
進
め
る

た
め
に
、
議
事
の
進
行
を

行
い
ま
す
。
議
員
の
意
見

を
ま
と
め
た
り
、
議
会
を

知れば得する“ぎかい”のキホン
第
８
回

地
方
議
会
の
議
長
・
副
議
長

代
表
し
て
い
ろ
い
ろ
な
行

事
に
出
席
し
た
り
し
ま
す
。

議
長
が
ほ
か
の
用
事
や
病

気
の
た
め
仕
事
が
で
き
な

い
と
き
に
、
代
わ
り
を
す

る
た
め
に
選
ば
れ
て
い
る

の
が
副
議
長
で
す
。

●
議
長
、
副
議
長
の
辞
職

　
議
長
が
辞
職
し
よ
う
と

す
る
と
き
は
副
議
長
に
、

副
議
長
が
辞
職
し
よ
う
と

す
る
と
き
は
議
長
に
辞
表

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
し
て
そ
れ
ら

の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、

そ
の
旨
を
議
会
に
報
告
し
、

会
議
に
諮
っ
て
決
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
議
長
は
、
閉
会
中

に
副
議
長
の
辞
職
を
許
可

し
た
場
合
は
、
次
の
議
会

に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
い
ず
れ
も
議
長
、
副
議

長
の
役
職
を
辞
め
る
も
の

で
あ
り
、
議
員
と
し
て
の

身
分
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
。

●
仮
議
長
、
臨
時
議
長

　
議
長
、
副
議
長
と
も
に

事
故
が
あ
る
と
き
は
、
選

挙
で
仮
議
長
が
決
め
ら
れ
、

議
長
の
職
務
を
行
い
ま
す
。

　
臨
時
議
長
と
は
、
一
般

選
挙
後
の
最
初
の
議
会
で

議
長
選
挙
を
行
う
場
合
や
、

仮
議
長
の
選
挙
を
行
う
場

合
で
、
議
場
内
に
い
る
最

年
長
議
員
が
行
う
も
の
で

す
。

　
地
方
公
共
団
体
の
議
会
に
は
必
ず
、
議
長
、
副
議
長
が
一
人
ず
つ
選
任
さ
れ
、

議
会
全
般
の
取
り
ま
と
め
を
行
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
議
長
、
副
議
長
の
あ
れ
こ

れ
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

議会だよりしらたか　第151号（令和 3 年 7 月15日発行）15
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次
の
定
例
会
は

で
す

お
手
持
ち
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
等
で
議
会
中
継
を
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。
録
画
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
の
ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
を

議
会
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

９
月

議会だよりしらたか　第151号（令和 3 年 7 月15日発行）

笹 原 俊 一
委員長

印刷・長谷川印刷

広報委員

金 田 　 悟
副委員長・編集長

丸 川 雅 春
委員

竹 田 雅 彦
委員

横 山 和 浩
委員

　
本
号
か
ら
、
編
集
長
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
ま
で
の
歴
史
を
大
事

に
し
な
が
ら
も
、
新
た
な

発
想
を
取
り
入
れ
、
広
報

委
員
一
同
一
致
団
結
し
、

紙
面
づ
く
り
に
挑
戦
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
暑
い
日
々
が

続
き
ま
す
。コ
ロ
ナ
対
策
・

熱
中
症
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

対
策
を
講
じ
て
過
ご
さ
な

く
て
は
な
ら
な
い
日
常
で

す
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

順
調
に
進
み
、
以
前
の
よ

う
な
日
常
が
来
る
こ
と
を

切
に
望
み
ま
す
。（

金
田
）

… 発信したい地域の魅力 …

輝く地域の力 白鷹の未来を彩る
桂わさび栽培 ～ なかやまベース

　

な
か
や
ま
ベ
ー
ス
の

沼
澤
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

ど
ん
な
仲
間
で
す
か

20
〜
50
代
の
男
女
合
わ

せ
て
約
10
名
で
す
。
中
山

に
住
ん
で
い
る
人
が
中
心

で
す
ね
。
ほ
ぼ
毎
週
み
ん

な
が
集
ま
っ
て
き
て
、
何

か
し
ら
の
作
業
を
し
て
い

ま
す
。

活
動
の
き
っ
か
け
は

中
山
も
人
が
少
な
く
な

り
若
者
も
少
な
く
な
る
中

で
、
何
か
楽
し
い
こ
と
が

で
き
な
い
か
と
思
い
。
ま

ず
は
、「
や
っ
て
み
っ
ぺ
」

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

ど
ん
な
活
動
で
す
か

中
山
に
は
、
有
名
な
桂

清
水
と
い
う
き
れ
い
な
湧

き
水
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

を
活
用
し
て
何
か
で
き
な

い
か
と
思
い
、
ワ
サ
ビ
栽

培
を
昨
年
よ
り
始
め
ま
し

た
。
自
分
た
ち
で
調
べ
て

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
。
山

形
新
聞
に
も
取
り
上
げ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
で
も

収
穫
ま
で
３
年
も
か
か
る

の
で
、
２
年
半
後
の
収
穫

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。今年

は
、
ワ
サ
ビ
を
春

に
植
え
付
け
を
し
て
、
秋

に
も
植
え
る
予
定
で
す
。

餅
米
も
栽
培
し
て
い
ま

す
。
お
正
月
に
中
山
の
高

齢
の
方
々
に
鏡
餅
に
し
て

配
っ
て
み
た
い
と
い
う
発

想
か
ら
で
す
。

心
が
け
て
い
る
こ
と
は

集
ま
る
こ
と
は
特
に
決

め
て
い
な
い
ん
で
す
。
来

ら
れ
る
人
が
で
き
る
こ
と

を
や
っ
て
い
る
感
じ
で
す

ね
。み
ん
な
忙
し
い
の
で
、

無
理
な
く
楽
し
め
る
範
囲

で
協
力
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

実
は
リ
ー
ダ
ー
が
い
な

い
ん
で
す
。
自
分
は
た
ま

た
ま
ワ
サ
ビ
の
言
い
出

し
っ
ぺ
な
の
で
中
心
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
餅
米

は
ま
た
別
な
（
言
い
出
し

た
）人
が
中
心
で
す（
笑
）。

楽
し
み
な
こ
と
は

楽
し
み
は
こ
れ
か
ら
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
元

か
ら
生
産
で
き
る
、
形
に

で
き
る
こ
と
が
楽
し
み
で

す
。
中
山
地
区
の
方
々
か

ら
の
理
解
と
協
力
も
あ
る

の
で
、
何
と
か
形
に
し
た

い
で
す
ね
。

今
後
の
目
標
は

中
山
ブ
ラ
ン
ド
を
つ
く

り
た
い
で
す
ね
。
中
山
に

行
く
と
い
ろ
い
ろ
楽
し
め

る
と
い
う
も
の
を
つ
く
り

た
い
。
今
も
蔟（
ま
ぶ
し
）

が
あ
り
、
県
外
か
ら
中
山

に
来
て
ト
マ
ト
な
ど
を
生

産
し
て
い
る
方
々
も
い
る

し
。
ワ
サ
ビ
も
そ
の
一
つ

で
、
こ
の
中
山
の
土
地
や

資
源
を
活
用
し
、
魚
や
キ

ノ
コ
、
山
菜
、
で
き
れ
ば

お
酒
な
ん
か
も
や
っ
て
み

た
い
と
仲
間
内
で
話
し
て

い
ま
す
。

議
会
へ
ひ
と
こ
と

こ
う
い
う
所
で
何
か
を

や
ろ
う
と
か
、
わ
ざ
わ
ざ

来
て
く
れ
た
人
達
の
考
え

を
拾
っ
て
、
声
を
町
政
に

届
け
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

取
材
を
終
え
て

前
回
の
取
材
で
も
そ
う

で
し
た
が
、「
無
理
な
く
楽

し
く
続
け
る
」
が
キ
ー

ワ
ー
ド
の
よ
う
に
思
い
ま

す
。
そ
し
て
地
域
の
理
解

と
協
力
が
重
要
で
あ
る
こ

と
も
改
め
て
感
じ
た
と
こ

ろ
で
す
。（
竹
田
）

沼澤　秀樹 さん（中山地区）

中山ブランドを
作りたいですね。

ど
ん
な
仲
間
で
す
か

0

きれいな湧き水が決め手
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